
東海国立大学機
構の松尾機構長は
冒頭の挨拶で、「自
治体による脱炭素
化に向けた取り組
みへの支援や産学
連携による革新的
技術の社会実装、ならびに環境保全について自
発的に考え、行動する人材の育成が、東海地域の
カーボンニュートラル実現に向けた好循環を生む」
と強調した。
続いて、水野会長は、「複数の企業や大学、行政
機関で構成する一段高い産学官連携により、本シ
ンポジウムをはじめとした共創の場が、カーボン
ニュートラル実現に向けた中部圏における社会実
装の拠点となるよう目指す」と意気込みを述べた。
その後、名古屋大学宇宙地域環境研究所教授
の檜山哲哉氏が登壇し、「気候変動時代に求めら
れる社会変革」と題し、講演した。
第二部では、名古屋大学と岐阜大学の教授が、

「循環経済」と「新エネルギー」の2テーマに関する
研究内容を紹介し、それに対して企業側が社会実
装に向けた６つの取り組みを披露した。
この他、ポスターセッションや参加者間での情報
交換会などが催され、参加者同士が今後の連携
に向けた可能性を模索するなど、交流を深めた。
本シンポジウムは今後も継続的に開催し、カー

ボンニュートラルと循環型社会の実現に必要な
幅広い分野をテーマに議論していく方針。次回の
開催は今年度中を予定している。
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シンポジウム

７月７日（金）、中経連と東海国立大学機構は、「第１回カーボンニュートラル共創シンポジウム」をナゴヤ イノベー
ターズ ガレージおよびオンラインにて開催し、企業や自治体、大学などから約240名が参加した。シンポジウム
では、大学の先生方による研究や企業の社会実装に向けた取り組み、産学官連携の好事例を紹介するととも
に、カーボンニュートラルと分散・循環型社会を実現する上での課題や目指す方向性について議論した。

第１回カーボンニュートラル共創シンポジウム
－循環型社会の実現に向けて－

（社会実装推進部　髙橋 良）

テーマ１：循環経済

テーマ２：新エネルギー

セキュアでユビキタスな資源・エネルギー共創拠点
名古屋大学工学研究科　教授　松田 亮太郎 氏

脱炭素先行地域『みなとアクルス』
東邦ガス（株）　用地開発推進部長　今枝 薫 氏

食の安全と循環型社会
岐阜大学応用生物科学部　教授　梶川 千賀子 氏

食品ロスの現状と削減に向けた取組
東海農政局　経営・事業支援部　地方参事官　松嶋 喜昭 氏

鉄鋼製錬プロセスへの有機系廃棄物の有効利用
名古屋大学未来材料・システム研究所　准教授　植木 保昭 氏

稲わら活用による効果的なＧＨＧ削減提案
日本製鉄（株）　技術開発本部　プロセス研究所
主席研究員　関屋 政洋 氏

アンモニア・水素利用ゼロカーボン発電と
プラズマ利用カーボンリサイクル
岐阜大学　副学長・工学部　教授　神原 信志 氏

水素・アンモニアの取り組み
中部電力（株）　技術開発本部　先端技術応用研究所 
研究主査　竹内 章造 氏

電気化学による創エネ・再資源化
名古屋大学環境学研究科　教授　日比野 高士 氏

カーボンニュートラル社会に向けた燃料電池/
電解技術開発
（株）ＳＯＫＥＮ　研究１部　ＣＮ技術開発室　室長　寺西 真哉 氏

低品質バイオマスのリサイクル
～埋め立てることのない積極的な利用～
岐阜大学工学部　教授　小林 信介 氏

カーボンニュートラル実現に向けたPFI事業紹介
メタウォーター（株）　ＰＰＰ本部　プロジェクト運営部　久保 瞬 氏
（株）シーエナジー　お客さまサービス部　主任　塩井 仁美 氏
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